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1 対象事業実施区域及びその周辺は、 他事業者による計画中の風力発電事業の事業

実施想定区域と重複しているため、 当該事業者と連携し、 道路、 送電線及び変電設

備を共用するなどにより、土地の改変が極力少なくなるように事業を計画すること。

2 水質 （水の濁り） の調査地点が対象事業実施区域外にのみ選定されており、 事業

の実施による影響を把握できないおそれがあることから、 工事の実施による影響を

より受けやすい対象事業実施区域内にも調査地点を選定すること。

3 水質（水の濁り）の予測地点が公共用水域となっているため、評価の手法の「 (2)

国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討」に水質汚濁に係る環境

基準を追加して評価すること。

4 工事に伴う酸性水の発生による影響について、 現段階では風力発電設備の設置箇

所を対象としたボ ーリング調査を実施するに至らないことから、 環境影響評価項目

として選定しないとしているが、 今後のボーリング調査時及び工事に際して掘削土

のモニタリングを確実に実施するとともに、 酸性水発生の可能性がある場合は、 環

境保全措置を検討すること。

5 事業の実施により、 対象事業実施区域及びその周辺における携帯電話等の通信状

況に影響を及ぼすおそれがあることから、 施設の稼働に係る環境影響評価項目とし

て電波障害を選定し、 適切な手法により調査、 予測及び評価を行うこと。

6 哺乳類、 コウモリ類、 鳥類及び昆虫類の調査について、 対象事業実施区域の東部

の風力発電設備の設置予定範囲周辺は広範囲にわたっているにもかかわらず、 調査

地点が十分に配置されていないため、 これら動物の生息状況を適切に把握できない

おそれがあることから、 複数の専門家から意見聴取した上で、 調査地点を追加する

こと。






